































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































コンクリート水肥舎に及ばずとしている。また，水肥舎の規模は 120 石入 1 個所，40 石入 5 個所，
単価は 120 石入が 200 円・40 石入が 40 円となっている。大阪府の下肥共同溜壺標準設計要項とし
て，次のように紹介している。「1．下肥溜壺は実用を本旨とし一組合約 100 円乃至 120 円位の範囲
108
［野壺の民俗考古学］……角南聡一郎
内に於て建設し得る様設計すること。　2．溜壺は各内径に於て幅 1.82m（6 尺）長さ 9.1m（30 尺）
深さ 1.2m（4 尺）の長方形とし約 1.82m（6 尺）位毎に区切りを設くること　但し溜壺の深さは土
地の事情に依り深浅適宜とするは差支なきも，其の溜壺の内容は可成 18 竏（100 石）内外を容る
るものとすること。　3．溜壺の底及び側面は三和土又は粘土を以て厚さ 9㎝（3 寸）以上に塗込更
に其の上面を 9㎝（3 寸）以上の厚さのコンクリート塗とし，壺の区切は 9㎝（3 寸）以上のコンク
リート塗とすること　尚各コンクリート塗の上面は更にモルタル塗を施すこと。　4．溜壺には上
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